
救急医療活動の円滑化

長門地域は、３次救急医療機関１時間圏の空白地帯となっており、住民の皆様か
らも不安の声をいただいており、救急医療活動を支援する道路の整備が求められて
います。

２ 主な整備箇所（地域版）

７

油谷湾温泉 青海島

湯免温泉

俵山温泉

金子みすゞ記念館

斎木病院

道の駅

◎ 市役所等

◆ 観光地

◆ 産業団地

第二次医療施設

岡田病院

長門総合病院

広域連携軸

都市間連携軸

拠点間連携軸

県内共通 子どもの交通事故死傷者割合

物流等の迅速化・円滑化

【急病時の救急病院への移動において、不安と感じる理由】

千畳敷

大病の場合、高度な医療を有する大きな
病院まで時間がかかる

近くの救急病院まで時間がかかる

道が狭いので、救急車による搬送などがス
ムーズにいかない恐れがある

山道を通る必要があり、大雨の時などに通
れない可能性がある

工事などが多く、通行止めの場合が多い

その他
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萩地域

宇部・小野田地域

山口・
防府地域

周南
地域

柳井地域

長門
地域

下関地域

岩国地域

【3次医療機関1時間カバー率（面積）】
（H27現況）

香月泰男美術館

楊貴妃の里

地域拠点

都市拠点

資料：H25県民アンケート
（％）

県内共通 大規模地震時の耐震性

交通事故死者数のうち、子どもの占める割合が最も高い
地域となっており、子どもを交通事故から守る取組が必要
です。

県内共通 災害に備えた防災対策

【災害に備えた防災対策の実施への期待度】

資料：H27世論調査

県政世論調査によると、萩・
長門地域の方からは、「災害に
備えた防災対策の実施（代替
性の確保、土砂崩れ防止、橋
梁の耐震化など）」が必要という
回答が多く寄せられており、災
害時にも機能する信頼性の高
い道路網の構築が求められて
います。

長門地域

【3次医療機関1時間カバー圏域】
（H27現況）

仙崎漁港は下関漁港、萩漁港に次ぐ県内第三位の水揚げ高を誇る大
規模な漁港となっています。
イカ・アジなどの近海物の魚介類やウニ・アワビなどを主に取り扱い、関
西・九州方面に出荷されています。特にケンサキイカについては近年『仙
崎イカ』のブランド名が名付けられ、流通価値が高まりつつあります。
また、水揚げされる漁獲物を原材料とする水産加工業が盛んで、特に
近海の白身魚（エソなど）を用いたかまぼこは「仙崎かまぼこ」として広く
名声を博しています。
こうした水産業をはじめとした産業振興を促進するためには、物流等の
一層の迅速化・円滑化を図る必要があります。

0%

20%

40%

60%
岩国

柳井

周南

山口・防府宇部・小野田

下関

萩・長門

【交通事故死傷者数 全体に占める子どもの割合】

道の駅 センザキッチン

資料：交通統計 令和元年（山口県警察本部）

元乃隅神社

三隅地区工業用地（造成中）

長門地域のみちづくりに関する現状と課題

・幹線道路の整備による物流等の迅速化・円滑化

・観光地や広域交通拠点へのアクセス強化による観光客の利便性の向上

・歩道の整備等による交通安全対策の推進

・バイパス整備等による緊急車両の迅速かつ円滑な通行の確保

・災害時等にも機能する広域道路ネットワークの構築

・緊急輸送道路等の橋梁の耐震補強

・離島架橋をはじめとした道路施設の計画的・効率的な修繕・更新等

求
め
ら
れ
る
主
な
取
組

広域交通拠点へのアクセス

長門地域の企業からは、高速道路や空港など、広域交通拠点とのアクセスが悪いという声を多数いただいています。

●空港

山口県内における主な営業活動範囲、来場者のアクセ
スなどについての条件をどう評価されますか？

資料：H25企業アンケート
「悪い」と回答した企業の割合は、

長門地域が最も多い

萩地域

宇部・小野田地域

山口・防府地域

周南地域

柳井地域

長門地域

下関地域

岩国地域

良い～どちらとも言えない

悪い

2020年春にリニューアルした長門
湯本温泉は、そぞろ歩きが楽しめる
温泉街であり、旅館街の中心を流れ
る音信川(おとずれがわ)の両岸には、
星野リゾート「界 長門」、600年の歴
史を持つ温泉「恩湯(おんとう)」、空
き家をリノベーションしたカフェなどが
オープンしており、歴史と未来を感じ
る温泉街となっています。
また、地域内には元乃隅神社をは
じめ数多くの観光スポットがあり、県
内外から多くの観光客が訪れていま
すが、更なる交流の拡大を図るため
には、広域交通拠点へのアクセス性
の向上が求められます。

【空港１時間カバー圏域】（H27現況）

センザキッチン

◎長門市役所
油谷支所◎ ◎日置支所

◎三隅支所

大規模地震時の緊急輸送路を確保するた
めには、緊急輸送道路上の橋梁や離島架橋
等の耐震補強を推進する必要があります。

県内共通 道路施設の老朽化

道路施設の老朽化は、利用者の安全性の確
保に支障となるだけでなく、ネットワークの寸断
等により社会経済活動の停滞をもたらす恐れ
があります。
このため、唯一の陸上交通手段である青海
大橋や都市間連携に寄与している大ヶ迫トン
ネルなどの適切な対策が必要です。

空白エリア

交通事故に
よる子ども
の死傷者率
が高い

３次医療機関
へ１時間で到
達できるエリア
が少ない。

空港から1時間で到
達できないエリアが

ある。

山口宇部空港

【県道青海島線】

長門湯本温泉
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２ 主な整備箇所（地域版）

長門地域のみちづくり７

7-1

7-2

7-57-4

主な整備中箇所

Ⅳ 未来に『つなぐ』
〇老朽化した道路施設の計画的
な修繕・更新等
○日常的な維持管理の充実・効
率化
○異常気象時等の対応

Ⅰ 産業･地域を『支える』
〇物流等の迅速化・円滑化
〇観光客の利便性の向上
〇交流・連携の強化

Ⅱ 人々のいのちを『守る』
〇生活道路等における交通安全
対策の推進
〇救急車両の迅速かつ円滑な
通行の確保
〇救急医療施設への搬送時間の
短縮

Ⅲ 災害に『備える』
〇広域道路ネットワークの構築や
安心・安全な生活道路の整備
○防災・減災対策の推進
○橋梁の耐震補強

等

等

等

等

ここで示す「道路整備目標」は、予算の確保、用地取得等が予定通りに進捗した場合の現時点における目標を示したものです。

7-c 県道長門三隅線

7-d 国道１９１号

7-e 県道青海島線

7-f 県道下関長門線

7-3

国道３１６号

県道下関長門線

整備が求められる主な路線

7-a 山陰道

7-b 県道長門油谷線

7-ａ

7-b
7-e

7-d
7-c

7-f

の

耐

長

7-6

7-7

7-8

7-9

道の駅

市役所等◎

バイパス

現道拡幅

自歩道整備

歩道整備

交差点改良

の

耐

長

のり面対策

耐震化

無電柱化

長寿命化

スマートインターチェンジ

7-10

耐

長 7-11

長 7-12

山陰道
7-13

7-14

支

え

る

守

る

る

備

え

る

つ

な

ぐ

山陰道

（俵山・豊田道路）

県道長門油谷線

（西津黄）

県道美祢油谷線

（砂利ヶ峠）

県道長門秋芳線

（大河内）

県道長門秋芳線

（坂水）

県道油谷港線

（久津）

県道下関長門線

（俵山）

県道青海島線

（青海大橋（上り線））

県道仙崎停車場小浜線

（小浜跨線橋）

国道３１６号

（大ヶ峠トンネル）

県道下関長門線

（湯本大橋）

県道青海島線

（青海大橋（下り線））

山陰道

（三隅・長門道路）

国道４９１号

（俵山）

Ｎｏ．
路線名

（工区名等）
内容

道路整備

目標

４つの方針

● ●7-1 バイパス 事業継続 ●

●7-2 現道拡幅 事業継続 ●

●7-3 バイパス
完成

（Ｒ３）
●

●7-4 バイパス 事業継続 ●

●7-5 現道拡幅
完成

（Ｒ７）
●

● ●7-6 現道拡幅
部分完成

（Ｒ５）
●

●7-7 のり面対策 事業継続

●7-8 耐震化 事業継続

●7-9 耐震化 事業継続

●7-10 長寿命化 事業継続

●7-11 長寿命化 事業継続

●7-12 長寿命化 事業継続

● ● ●7-13 バイパス 事業継続

7-14 バイパス 事業継続 ● ● ●
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Ｖ
W=13.5m

2.5 3.5 3.51.5 2.5

２ 主な整備箇所（地域版）

長門地域の主な整備中箇所７

概 要

目的（効果）

山陰道（俵山・豊田道路）7-1
支える 守る 備える つなぐ

● ● ●

 地域の産業・観光振興の支援や、安心・安全を確保するため、交流人
口の拡大や、物流の効率化等に資するとともに、災害時にも機能する
信頼性の高い道路ネットワークの構築を図ります。

 第３次救急医療機関（下関市・宇部市）への速達性、確実性を確保し
ます。

概 要

県道長門油谷線（西津黄）7-2 支える 守る 備える つなぐ

● ●

概 要

県道長門秋芳線（大河内）7-４ 支える 守る 備える つなぐ

● ●

 車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。
 長門市街地へのアクセス性を向上します。

目的（効果）

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝５．０km

● 幅 員 Ｗ＝７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成６年度

0.75 0.75

W＝7.0ｍ

2.752.75

【標準断面図】
整備箇所

【標準断面図】

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１３．９㎞

● 幅 員 Ｗ＝１２．０～１３．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度

 道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所や見通しの悪い箇所
を解消します。

【標準断面図】

0.54.0

W=5.0m

0.5

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝０．３㎞

● 幅 員 Ｗ＝５．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度

目的（効果）

(仮)豊田IC

(仮)俵山温泉IC

整備箇所

長門湯本温泉IC

長門湯本温泉IC

総事業費約６３０億円

総事業費約１２億円

概 要

県道美祢油谷線（砂利ヶ峠）7-3 支える 守る 備える つなぐ

● ●

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝２．０km

● 幅 員 Ｗ＝８．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度

【標準断面図】

3.0 3.0

W=8.0m

1.01.0

整備箇所

 車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所
を解消します。

 山陰道へのアクセス性が向上します。
 北浦地域を周遊する観光ルートを整備し、観光振興
を図ります。

目的（効果）

総事業費約６１億円

R3
完成

整 備 前 整 備 後

俵山北IC

55



２ 主な整備箇所（地域版）

長門地域の主な整備中箇所７

概 要

県道油谷港線（久津）7-6 支える 守る 備える つなぐ

● ● ●

 道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所
を解消します。

 国道１９１号へのアクセス性を向上します。
 通学路における児童・生徒をはじめとする歩行
者及び自転車の安心・安全な交通環境を確保
します。

目的（効果）

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝０．７km

● 幅 員 Ｗ＝９．２５ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

整備箇所

0.75

W＝9.25ｍ

2.752.752.50.5

【標準断面図】

総事業費約5億円

 道路利用者の安全な通行や災害時の円滑な緊急輸送を確保します。

県道下関長門線（俵山）7-7 支える 守る 備える つなぐ

●

目的（効果）

概 要
● 内 容 のり面対策

● 延 長 Ｌ＝０．２km

● 幅 員 Ｗ＝７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

整備箇所

3.0 3.00.5 0.5

W=7.0m

【標準断面図】

概 要

 大地震時に落橋に至るような致命的な被害を防止するだけではなく、被
災後、橋梁としての機能を速やかに回復できる性能を確保します。

 橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。
 維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。

目的（効果）

県道青海島線（青海大橋（上り線））7-8 支える 守る 備える つなぐ

●

2.2 3.0 0.89 0.75

W=10.34m

0.5 3.0

【標準断面図】

整備箇所

● 内 容 耐震化

● 延 長 Ｌ＝０．３km

● 幅 員 Ｗ＝１０．３４ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度

総事業費約４億円

県道長門秋芳線（坂水）7-5

概 要

支える 守る 備える つなぐ

● ●

 道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所や見通しの悪い箇所
を解消します。

【標準断面図】

湯本温泉

♨

文

向陽小

Ｊ
Ｒ
美
祢
線

長門市

316

268280

34

整備箇所

0.750.75

W=7.0m

2.75 2.75

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝０．９㎞

● 幅 員 Ｗ＝７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成６年度

目的（効果）

長門湯本温泉IC

下り線 上り線

総事業費約３億円

部分完成区間
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２ 主な整備箇所（地域版）

長門地域の主な整備中箇所７

 トンネルの定期点検結果を踏まえ、健全度が低下する前に補修や補
強等の適切な措置を実施し、施設の長寿命化を図ります。

国道３１６号（大ヶ峠トンネル）7-10

目的（効果）

概 要

支える 守る 備える つなぐ

●

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝１．１km

● 幅 員 Ｗ＝８．６ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

整備箇所

0.5 0.53.0 3.00.8 0.8

W=8.6m

【標準断面図】

 橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。
 維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。

目的（効果）

概 要

県道下関長門線（湯本大橋）7-11 支える 守る 備える つなぐ

●

整備箇所
4.0 4.00.75 0.75

W=9.5m
【標準断面図】

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝０．１km

● 幅 員 Ｗ＝９．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

長門湯本温泉IC

長門
湯本駅

県道仙崎停車場小浜線（小浜跨線橋）7-9 支える 守る 備える つなぐ

●

概 要

 大地震時に落橋に至るような致命的な被害を防止するだけではなく、被
災後、橋梁としての機能を速やかに回復できる性能を確保します。

 橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。
 維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。

目的（効果）

整備箇所

● 内 容 耐震化

● 延 長 Ｌ＝０．０５㎞

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度

4.0 4.0 1.5 2.5

W=12.0m
【標準断面図】

概 要

 橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。
 維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。

目的（効果）

県道青海島線（青海大橋（下り線））7-12

2.2 3.0 0.89 0.75

W=10.34m

0.5 3.0

【標準断面図】

整備箇所

支える 守る 備える つなぐ

●

下り線 上り線

総事業費約２億円 総事業費５億円

57



Ｖ
W=13.5m

2.5 3.5 3.51.5 2.5

２ 主な整備箇所（地域版）

長門地域の主な整備中箇所７

概 要

目的（効果）

山陰道（三隅・長門道路）7-13
支える 守る 備える つなぐ

● ● ●

 地域の産業・観光振興の支援や、安心・安全を確保するため、交流人
口の拡大や、物流の効率化等に資するとともに、災害時にも機能する
信頼性の高い道路ネットワークの構築を図ります。

 第３次救急医療機関（下関市・宇部市）への速達性、確実性を確保し
ます。

【標準断面図】

整備箇所

総事業費約５９０億円

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１０．０㎞

● 幅 員 Ｗ＝１２．０～１３．５ｍ

● 着 手 年 度 令和５年度

道の駅センザキッチン

金子みすゞ記念館

青海島

 山陰道や「俵山地区小さな拠点」へのアクセス道路として機能し、地域
間の連絡強化や地域の活性化を図ります。

 安全で円滑な交通を確保し、地域住民の利便性向上を図ります。
 災害時に機能する信頼性の高い道路ネットワークを構築します。

国道４９１号（俵山）7-14

目的（効果）

概 要

支える 守る 備える つなぐ

● ● ●

2.53.0 3.00.75

W=9.75m

0.5

総事業費約８億円

【標準断面図】

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝０．４㎞

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 令和６年度

整備箇所
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